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mudef news is a report on mudef’s current activities,
which aim to change the world in a better way through music and art.
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生まれたことを、今生きていることを、たくさんの人に祝福される誕生日。
その特別な日に感じる喜びや幸せをサポートの形に変えて、困難な状況にいる子
どもたちに届けよう。昨年の理事MISIAの誕生日をきっかけに始まったBirthday 
Charity。
このプロジェクトに若手実力派俳優の伊藤健太郎さんに賛同をいただき、6月30

日のご自身の誕生日をきっかけに、活動にご協力をいただけることになりまし
た！ご協力にあたってのメッセージもご紹介します。
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前回のmudef newsでも紹介したMISIAの10年ぶりのマゴソスクール訪問。その大きな目的は…
WOWOWのドキュメンタリー番組の撮影でした！そして、7月7日にその番組が放送されます。
マゴソスクールは、MISIAがmudefの活動につながる支援を始めた原点の場所。
今回番組では、早川千晶理事や多くの関係者の協力を得て、キベラスラム、そしてマゴソスクールを

何日間にもわたって撮影し、子どもたち、そしてMISIAに密着。

こんにちは、健太郎です。
最近、子どもたちをめぐる悲しいニュースが後を絶たず、そんなニュースを度々目にすることを本当に
辛いと感じていました。
僕も子どもたちのために何かできないかと考えていたところ、
ご縁があり、一般財団法人mudefのBirthday Charityの存在を知りました。
自分が祝福される誕生日に、この幸せな気持ちを子どもたちのサポートに繋げるのはとても素敵な考え
だと思い、この活動に賛同することを決めました。
もし、僕の誕生日にプレゼントやメッセージを考えてくださっている方がいたら、
それを寄付の形に変えて、このBirthday Charityに協力して頂きたいです。
皆様のお力を借りながら、未来ある子どもたちのためにできることを21歳の誕生日をきっかけに考えて
いきたいと思っています。
2018.6.22
健太郎

ぜひ、みなさんの誕生日、そして大切な人の誕生日に、その幸せを寄付の形に代えて、子どもたちに
届けてください。みなさんのご協力をよろしくお願いいたします。
詳細はHPへ：http://mudef.net/bc/2018/06/birthday-charity.html

厳しい環境で生活しながらも笑顔を絶やさない子どもた
ちと音楽で触れ合い、成長した子どもたちと再会した中で
感じたM子どもたちへの想いと、10年間支援を続ける中
でたどり着いた答えがMISIA自身の言葉で語られます。多
くの方にご覧いただきたい番組です。お見逃しなく！
【ノンフィクションW】
MISIA Return to Nairobi ～10年の奇跡～
WOWOWプライム 7/7（土）午後3:30～

http://mudef.net/bc/2018/06/birthday-charity.html
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今年も石川県津幡町のMISIAの森で、体験型イベント「MISIAの里山ミュージアム2018」を開催し
ました！
3回目となった今年も、たくさんの方にお越しいただきイベントは大盛況！
森の中でアートを楽しむというmudefならではのプログラムも去年以上に充実。さらに「アルプホ

ルン」という楽器が奏でる音が森に響き、気持ちのいい天気の中、子どもたちの笑い声溢れる素敵な1
日となりました。
森に遊びにきて下さったみなさま、そして、このイベントにご協力いただいたみなさま、本当にあり

がとうございました。

石川県の森や里山里海の魅力を再発見する「MISIAの里山ミュージアム2018フォト
コンテスト」を今年も開催いたします！
ぜひフォトコンテストを通して、生物多様性の大切さを感じてみてください。

応募期間：2018年6月9日（土）～2018年11月30日（金）
応募に関する詳細は、MISIAの森HP、またはMISIAの里山ミュージアムFacebook

をご覧ください。たくさんのご応募、お待ちしております！
MISIAの森：http://satoyamabasket.net/forest/
MISIAの里山ミュージアム：https://www.facebook.com/satoyamamuseum/
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“We want to make the better world for all children and the future on the earth.”
mudef is a group of artists who share that principle.
We, mudef,  try to contribute to solve the issues the Earth and human beings are facing,
through the special power of music and design that goes beyond borders, languages and races. 
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mudef (Music Design Foundation)
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今年の国際生物多様性の日に合わせ、2週にわたってMISIAの森からお届けした
NHK-FM「MISIA星空のラジオ」。2週目の5月29日は、なんと森の中を散策しなが
らの収録でした！
森を案内してくださったのは森林公園のスタッフ内藤善太さん。実は去年の秋、

MISIAが久しぶりに森を訪れた時にも森に同行していたたき、「ラジオの収録できた
ら楽しいですね！」と話していたことが、ついに実現しました！

この時期の森は、木々の濃い緑とその緑に映えるカラフルな花、そして清々しい空気やヒンヤリとし
た川の水など、目や感覚で十分に散策を楽しむことができます。
でも、今回はラジオの収録で、必要なのは「音」。耳をすませて森の中で音だけに集中してみると、

その多様性に驚かされました。
鳥の声も聞き取れるだけで10種類近く、そこに虫の鳴き声や風でこすれる葉っぱの音などが加わりま

す。MISIAや私たちスタッフが歩く音も場所によって様々で、乾いた葉っぱを踏みしめる音と、木々が
鬱蒼と茂ったところの湿った地面の上を歩く音は全く違います。
さらに、倒れた木の皮を剥がしたときの「バリバリ」という音や、橋の渡る時の「ギシギシ」という

音、そこですれ違う人たちとMISIAが交わす「こんにちは」という挨拶の声。
そんな森の音にあふれた1時間の番組、みなさんもきっと心地のいい気分でお楽しみいただけたので

はないでしょうか。
ラジオを聴いた方、聴けなかった方も、ぜひ、次に森に行くときは音を意識しながら歩いて見てくだ

さい。いつもとは違った森の魅力を体感できますよ♪
そして、この「国際生物多様性の日」に今年もMISIAがメッセージを発表しました。

ぜひMISIAのメッセージをご覧いただき、自然のめぐみや生き物の尊さ、そして、生物多様性の大切さ
を感じてください。


